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中間赤外線高分散分光観測装置 IRHSは、有機物の多様な骨格振動や各種ケイ酸塩における Si-O骨格振動が
現れるNバンド付近 (波長 8 ∼ 13µm)において、プロトタイプ及び実機でそれぞれ波長分解能 λ/∆λ = 50, 000、
200,000を実現する高分散冷却エシェル分光器である。目的とする中間赤外域では大気の背景熱輻射が支配的な
雑音源になるため、露光時間を短くし、取得したデジタルイメージを積算することによって感度を向上させるこ
とができる。そこで IRHS検出器には、広域 2次元フォーマットを持ち高速読み出し可能な 512x412赤外線 Low
background 型 Si:AsIBC detector arrayを採用した。また、検出限界は多くの場合大気の熱輻射によって決まる
が、IRHS実機では露光時間が短いため、読み出しノイズを 50e−以下に抑えなければ積算することにより逆に感
度を下げる結果となる。

本研究では、低ノイズかつ高速駆動可能で、IRHS実機において 4個の Si:AsIBC検出器を駆動可能な、制御装置
の設計製作及び性能評価を行った。検出器受光素子未搭載のマルチプレクサ (SB189 Readout Integrated Circuit)
の常温駆動試験を行い、デジタルイメージの取得に成功した。今後 IRHSへ実装したマルチプレクサ及び検出器
の冷却駆動試験 (＠ 7K)を行う予定である。


